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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 41,657 △0.3 △1,160 － △1,047 － △852 －

2024年３月期中間期 41,776 1.6 △992 － △832 － △673 －
(注) 包括利益 2025年３月期中間期 △1,377百万円( －％) 2024年３月期中間期 15百万円(△88.6％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △20.42 －

2024年３月期中間期 △16.13 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 119,469 73,114 59.8

2024年３月期 123,225 76,153 59.3
(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 71,452百万円 2024年３月期 73,022百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 6.00 － 6.00 12.00

2025年３月期 － 6.00

2025年３月期(予想) － 6.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 91,000 0.6 2,200 164.2 2,300 218.1 1,500 － 35.91
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 2社（社名） 株式会社Eim、株式会社トイジアム、除外 1社（社名） 株式会社ディー・エル・イー

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 41,833,000株 2024年３月期 41,833,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 90,278株 2024年３月期 58,521株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 41,746,583株 2024年３月期中間期 41,750,109株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

当社は、2024年11月18日（月）に機関投資家・アナリスト向け説明会（オンライン）を開催する予定です。こ
の説明会で使用する資料については、開催当日の午前10時に、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間(2024年４月１日から2024年９月30日まで)の日本経済は、雇用や所得環境の改

善に伴い、緩やかに回復を続けました。しかしながら、物価上昇、中東地域をめぐる情勢や海外景気

の下振れリスク等により、先行き不透明な状況が続いております。

このような経済状況の中、当社グループが主力事業を展開する放送・コンテンツ事業において減収

となりましたが、ライフスタイル事業は増収となりました。この結果、当中間連結会計期間における

当社グループの売上高は416億５千７百万円となり、前年同期に比べて１億１千８百万円（△0.3％）

の減収となりました。

費用面では売上原価が297億４千３百万円で、前年同期に比べて２億３千４百万円（△0.8％）減少

しました。販売費及び一般管理費は130億７千４百万円となり、２億８千３百万円（2.2％）増加しま

した。この結果、営業損失は11億６千万円（前年同期は営業損失９億９千２百万円）となり、経常損

失は10億４千７百万円（前年同期は経常損失８億３千２百万円）となりました。また、特別利益に投

資有価証券売却益７千６百万円等を計上したほか、特別損失に子会社清算損１億２千万円を計上しま

した。

以上の結果、税金等調整前中間純損失は10億６千８百万円（前年同期は税金等調整前中間純損失７

億７千７百万円）となり、親会社株主に帰属する中間純損失は８億５千２百万円（前年同期は親会社

株主に帰属する中間純損失６億７千３百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりです。

[放送・コンテンツ事業]

放送・コンテンツ事業の売上高は351億９千８百万円となり、前年同期に比べ３億４千３百万円

（△1.0％）の減収となりました。主力のテレビスポット収入等が増加しましたが、イベントの企画

運営において大型案件が少なかったことや配信関連の収入が減少したこと等により減収となりまし

た。営業費用は0.4％減少しました。この結果、営業損失は８億５千８百万円（前年同期は営業損失

７億３千３百万円）となりました。

[ライフスタイル事業]

ライフスタイル事業の売上高は64億５千９百万円となり、前年同期に比べ２億２千４百万円（3.6

％）の増収となりました。前期に落ち込んだテレビ通販収入が回復したほか、連結子会社の新規取得

により増収となりました。増収に伴い、営業費用は2.5％増加しました。この結果、営業利益は７百

万円（前年同期は営業損失６千万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当中間連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べて37億５千６百万円減少し、1,194億

６千９百万円となりました。建物及び構築物や土地が増加した一方で、現金及び預金や投資有価証券

が減少したこと等によるものです。

（負債）

負債合計は前連結会計年度末に比べて７億１千７百万円減少し、463億５千４百万円となりまし

た。長期借入金が増加した一方で、未払金等が減少したこと等によるものです。

（純資産）

純資産合計は前連結会計年度末に比べて30億３千８百万円減少し、731億１千４百万円となりまし

た。配当の支払い及び親会社株主に帰属する中間純損失の計上により利益剰余金が減少したこと等に
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よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間の業績は想定の範囲内で推移しているため、通期連結業績につきましては、売

上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも前回発表予想のとおりとしており

ます。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,353 20,344

受取手形、売掛金及び契約資産 14,088 13,668

有価証券 1,200 2,199

棚卸資産 1,988 1,802

未収還付法人税等 277 22

その他 3,676 3,177

貸倒引当金 △191 △172

流動資産合計 45,393 41,042

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,115 17,892

土地 15,941 16,754

その他（純額） 8,702 8,413

有形固定資産合計 41,759 43,060

無形固定資産

ソフトウエア 1,631 1,597

ソフトウエア仮勘定 3 57

のれん 532 865

その他 124 145

無形固定資産合計 2,292 2,665

投資その他の資産

投資有価証券 19,293 18,006

退職給付に係る資産 2,651 2,845

その他 11,933 11,835

貸倒引当金 △115 △25

投資その他の資産合計 33,763 32,661

固定資産合計 77,815 78,387

繰延資産

社債発行費 16 38

繰延資産合計 16 38

資産合計 123,225 119,469
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 172 67

1年内返済予定の長期借入金 484 554

1年内償還予定の社債 5,000 －

未払金 8,631 8,280

未払法人税等 356 79

引当金 50 483

その他 7,970 6,098

流動負債合計 22,665 15,564

固定負債

長期借入金 3,415 4,889

社債 5,000 10,000

退職給付に係る負債 6,789 6,883

資産除去債務 1,473 1,458

その他 7,727 7,557

固定負債合計 24,406 30,790

負債合計 47,072 46,354

純資産の部

株主資本

資本金 5,299 5,299

資本剰余金 6,000 6,026

利益剰余金 53,764 52,661

自己株式 △36 △57

株主資本合計 65,028 63,929

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,623 3,331

為替換算調整勘定 △83 －

退職給付に係る調整累計額 4,453 4,191

その他の包括利益累計額合計 7,994 7,523

新株予約権 8 －

非支配株主持分 3,121 1,661

純資産合計 76,153 73,114

負債純資産合計 123,225 119,469
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 41,776 41,657

売上原価 29,977 29,743

売上総利益 11,798 11,914

販売費及び一般管理費 12,790 13,074

営業損失（△） △992 △1,160

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 121 136

補助金収入 34 13

その他 79 113

営業外収益合計 237 266

営業外費用

支払利息 18 35

持分法による投資損失 24 66

固定資産処分損 16 14

貸倒引当金繰入額 － 8

その他 18 27

営業外費用合計 77 153

経常損失（△） △832 △1,047

特別利益

投資有価証券売却益 54 76

債務免除益 － 22

特別利益合計 54 99

特別損失

子会社清算損 － 120

特別損失合計 － 120

税金等調整前中間純損失（△） △777 △1,068

法人税等 △38 △162

中間純損失（△） △739 △905

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △65 △53

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △673 △852
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純損失（△） △739 △905

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 729 △186

為替換算調整勘定 0 83

退職給付に係る調整額 25 △261

持分法適用会社に対する持分相当額 － △107

その他の包括利益合計 755 △472

中間包括利益 15 △1,377

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △36 △1,323

非支配株主に係る中間包括利益 52 △54
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △777 △1,068

減価償却費 1,809 1,758

のれん償却額 60 53

子会社清算損益（△は益） － 120

債務免除益 － △22

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 8

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △38 △501

受取利息及び受取配当金 △123 △139

支払利息 18 35

固定資産処分損益（△は益） 16 14

投資有価証券売却損益（△は益） △54 △76

売上債権の増減額（△は増加） 599 330

棚卸資産の増減額（△は増加） △605 160

仕入債務の増減額（△は減少） △155 △377

出資金の増減額（△は増加） 209 303

その他 △737 71

小計 229 671

利息及び配当金の受取額 131 144

利息の支払額 △18 △25

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 409 △54

営業活動によるキャッシュ・フロー 752 735

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △212 △284

定期預金の払戻による収入 242 262

短期貸付金の増減額（△は増加） 47 36

有形固定資産の取得による支出 △1,531 △3,508

有形固定資産の売却による収入 1 0

無形固定資産の取得による支出 △205 △255

長期前払費用の取得による支出 △1,862 △201

投資有価証券の取得による支出 △101 △37

投資有価証券の売却による収入 165 －
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △139

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △440

その他 △449 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,906 △4,575

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △30 △119

長期借入れによる収入 1,730 1,580

長期借入金の返済による支出 △334 △283

社債の発行による収入 － 4,971

社債の償還による支出 △13 △5,000

自己株式の取得による支出 － △66

配当金の支払額 △250 △250

非支配株主への配当金の支払額 △11 △11

リース債務の返済による支出 △13 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,076 809

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,076 △3,031

現金及び現金同等物の期首残高 23,991 25,136
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △0

現金及び現金同等物の中間期末残高 21,914 22,104
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

(単位：百万円）

報告セグメント

調整額

(注１、２)

中間連結

損益計算書

計上額

(注３)

放送・コンテンツ事業 ライフスタイル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 35,541 6,234 41,776 － 41,776

セグメント間の

内部売上高又は振替高
245 86 332 △332 －

計 35,787 6,320 42,108 △332 41,776

セグメント損失（△） △733 △60 △793 △198 △992

(注)１ セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△332百万円は、セグメント間の取引消去金

額であります。

２ セグメント損失（△）の調整額△198百万円は、セグメント間取引消去０百万円及び報告セ

グメントに帰属しない新規の事業・市場開拓等にかかる費用△199百万円であります。

３ セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失であります。

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

(単位：百万円）

報告セグメント

調整額

(注１、２)

中間連結

損益計算書

計上額

(注３)

放送・コンテンツ事業 ライフスタイル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 35,198 6,459 41,657 － 41,657

セグメント間の

内部売上高又は振替高
326 89 415 △415 －

計 35,524 6,548 42,072 △415 41,657

セグメント利益又は損失

（△）
△858 7 △851 △308 △1,160

(注)１ セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△415百万円は、セグメント間の取引消去金

額であります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△308百万円は、セグメント間取引消去４百万円及

び報告セグメントに帰属しない新規の事業・市場開拓等にかかる費用△313百万円でありま

す。

３ セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失であります。


